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大学教員による小学校理科「振り子の運動」の授業
一宮古島市での実践報告と今後の琉球大学での理科の教師教育に向けてー
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Program of Science Teacher Training in University of the Ryukyus一一
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[要約]

宮古j也IO:ill科教育研究会からの裂前を受け.日，1;):~ iti立下地小学校出5学年児訴を対象に，採択され
ているJ!I\科検定教科書の授業展開 ・|人rr:;:に沿っ た )I~で「振り子の述~!f(}jJ iji.7cで、のノj司ili授業を実施した。
授業笑践は45分のl単位時I:lj分とし振り子の性質を見いだす実験を主体としてj民間した。児童の実

態をよく把桝できないままの災践であったが.数分の時間延長をしたものの授業:はチ定していた内容を

全てらた施できた。 児議は緊張していたものの概~d.t:jぃjill足伎を利たと授業実践を評価し参制した市il，'

島市内の数Jf;¥¥J，lのJYH#にも11死ねLじえたものとなった。

不範J受業後の講話での'['[疑から学1El内谷を J!lilrff.させるために必~:な振り子の振11同の条例:とその芝11山に

ついて.救出に立つ側が深く型肝していないことがわかった。救材研究を下支えするfiJf先の行為そのも

のを学ぶ機会とその土台になる必慌知識の押1~J'. 問先内容を笑践し約察する機会をバランス良く編成し

た教níli数行カリキュラムと教科-'，1/1"1 としてのザ: 1 :: 1 ・ 拍手I.~ ・ 芸術 ・ 技術的:の内容を学校教行の教育災践

の立幼から悦成した「数手|・|人l作~;:J な音11分からも授業研究で、きる能力の必~性が示l唆された。

小学校J~ll利1JHj ヰ教務主任というれl '純県の;k'i\'í を踏まえると今後琉球大学に設i位される教職大学院の

中でも.とりわけ，'::jI立な年:校マネジメント能)Jのu成を主体とする専攻では.理科に|刻する 「教科内科

学J(I(jなものや特定側別手|・主主のJHI汗性を接う利 11を設定し.教H1iJf'究を下支えする研究の行為そのもの
を学ぶ機会の必修化が求められる。

-琉球大学~.文Ú''{i'i!;lF.科教f了説的i.政lj).ミ践学教宅
Deparunent of Natural Scicnccs <lnd Education Practice i'vlajor. I"acully of EducaLion. University of lhe Ryukyus 
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1.はじめに

l lil \ï.大学は.総体として山伎な学Wr研究の~Wj些

， ìlï111j的な目的接J此全|五l的に均衡のとれたI~cii'~ に

よる地域的性化への頁献及び大学教育の機会均等

の雌保といった J~:~な役;lllJ を来たしている 「大

ワ:~'.('w実行プランJ (2012年6) J )やその後の政

村I!火代を経て発火した「人材)J峨化のための放i'J

ij従111作J(2013年3) J)の'1'で，1主1'1:大手:の機能を

姐i化するため.文部科学:fi々 は教育研究組織の設iiq

11 (I(J，全問的または政策的な制点からの強みや大

半として全q:1'10な制点から1Il似する特色，1''''-¥1:大
..t として~'U，うべき社会的な役;IIIJ を把握する「ミッ

ションの再定品」をtlちIBした。そのrl'でも救11

i陸hli:)}tl!i'は医"f:や[学とともに他分野に先行して
実施されている。l:』棋県である7111純県の初等'11叶:

放Ttに 1l~わる人材の;ì'I'断的な必成を主たる 11(I(Jと

してz泣ii'i:されている琉球大学教育学部 -大'子:1流教

ft，';!-.ti)f究科(j:，実践的な指導)).民間プJを1Jiiiえる
事Ir人数11必JJ.X:ャJ也城や学校における指導的1I1:'，11IJを
以たすJWI，徒数11を怖かな桁3卑的J1ILl命と優れた主政
)) ， I，~;川プJ を 11mえたスクールリーダーとして住成

することを11指す教職大学院を，20161r:，から始
まる約3.J明ιI'JリJ11 fl~'ij山 1 1 1] '1 ' に大学院教育謀本I~に J止

i i"~ -9ることにした。

教職大学院は， r学び続ける数民像J(rl'央教'(1
íi'':u~会， 2012)の雌なと数日のl:;jI立専門(10職業人

としての明確な{立 ii/，~付けの下.現職教員の~lは!f{ ff

を合め.高度111川職業人たる教Li必jぷの 'j:，たる~'I!

いTとなり.学校現場で幅広く指導性を発何でき
る人材を育成するものである。その育成すべき人

材には授業研究や~守別支援教育等の特定の分針に

~nlみを持つ救uや心'jl立な学校マネジメント能))を

イfする代理llJ倣与が合まれている。rJi度.1;lll"J的j従業

人としての教11必1&機能は今後教職大学院が'1'心
となって担うことから国立の数以英成を主たる11

的とする修:-I: ;l~ln は l)j( !! IJ として教Jli仏大学院に移qi' 
することが〉ドめられている。 また教l倣大学院を~II，

・liする教J.jは 午:校現場の現状や教育実践につい

てi添い型II併をもち.学校現場の現状に精通しつつ，

!JI:せて研究能))をイiし理論的な.!，U也からJ受業を1)'
うことができることが求められている(数日の計

百能))向ト.に係る>li1Mの改汚)i策の実施に向けた

|必)J?i'会議， 2013) 琉球大学大学院教ft学研究

科も1"1、1の数日必h主を主たる11的とする修τ1:謀れ

であることから.教職大学院の担当数uは;J.f;r:方議乙
教H，tiJf究官数日のいずれに該当したとしても.
学校現場の現状に車内通しつつ.併せて研究能力を

ギ{しJlI!，u命(J(Jな見地からJ受業を行う能)JiJ{:;Rめられ
る。さらに近年の数Jrill:課税認定の乎|・11担当T付制作

査では， r各教科の桁締法jで教利l人l容の業組よ
り JHj引);の業~3'(が;Jとめられ， 指噂r去を対象化して

約制的に ，与察したペーパーが必~占だと文~'ýl)科学併

の ~'I I.出')'..-が説 IY J している(水|人J ， 2013)。とりわ

け!';!:校教行関係者・を採JIJする災務家教J.jの1tf'l:と

して 「救11としての一定の勤務経験をイfすること
により， (，受れた教育実践経験をイIする符であるこ

とが必~である。 また.従来の研究ニ計数1-1の場介

と1，;川;院のJiJf究論文を::Jとめられるものではないが.

例えば教科研究会等における実践的 ・ ')~~IE的研究

成果の発火記録ゃ'.;v，~作守ーから . 担当する専門分野

に|則する日度の教'(1，1'，の指導能力をイiするものと

認められる者とすることカZ必要である。J('1'火.孜
ftf出品会， 2006)がlりl示されており.研究者数11
の場イ?と同様の研究論文である必:変はないが，fUI

らかの ，ii.'JJtぷ体でその折導能力を ~òJ処として1)';す

ことが求められている。こうした科目担当資格の

1']'悦化は教職大ザ:1淀設問に|捺しでも配!革しなけれ
ばならなし、。

一方， 2007年から実施されている令凶学)). 

'ア:ザl状況，v，¥Jft(全凶学力テスト)の車内*.711'制限
のYt!.j'i'i:'I:，徒は全教科で全国平均を 1，'lnlっている。

そのため沖縄県rは学科内容の定治を主要な謀組に

i以内づけ.学力IIIJ卜.に係る課題解決のため g体
的 .~1J 以1'1りな l奴細l を ~(Ji逃するとともに 2016il::に

はこの全1"1学プJテストの平均正答申が全国平均を

卜'，1"1，る数11fti=1燃を拘げ， 2021 irには「般かな~~;:;

ブ)Jの山ねにより.全同水準を-'-.1"1っている安を
:包じヒしている(7 1 1 1純り，~ ， 2012) 0 i"l純の低学ブ)I/lJ 

組lよ様々な~肉が波合的に絡まりあっており (志

水 ・，:':j111 . 2012:四本， 2012:吉田.2013)，特効1li

的解決前があるわけではなし、。それでも理科教11
のほ;rU)liIJ.l二や授業己文書が学力II'J卜.に対するプラ

スの幼県を及ぼす余地もある。7111制ll，Lの公立小学

校のj11¥flの学習指導では.特にRj132:年を'1'心に与
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科社[1Hillが導入されているが.そのほとんどは教

務主任である。これは 「高い草刈rl性をも って別手|

が指ittできるからJlli科早J科」ではなく.校J方分1;七
の将軍と授業負担の!I喪主とのヨ(tね合いを配lむした

あli栄として 「教務主任だから恕科専科」という状

泌をH日に示している。そのため 20-30 代の抗手

'I"I校理科教員が小 - 中学校1M!言I'jllij人~J i交流で小

学校型宇li12本|への人事呉服jを希望しでも. ~'mp般

に「年齢的に教務主任はできないjという草IlIJIで

mまれることがある (吉田 .2013)。また.翌日手1.
LU科が配ji'j:されるという ことは.学級担任がfll[科

を担当しないまま教職経験を和むこととなり.そ

の数以がιl'堅~ベテランとなってはじめて「教務

オ1任(あるいは比較的重立な校務分立担当者)氷

川手|-4科J として週明を指導する j~)jITfiが1'f:u:する

ことも意味する。言い換えれば.大学卒按後lこi::j

J立な尖験 ・制祭がwう週!科の数料研究をせず.足i!
手|の授業実践や経験が不足したまま年:校|人lでのミ

ドルリ ーダ一的存在になって初めて型利ll/科を担

当することになる。

こうした状況もあって今回， 宮古地区JW利教fi
研究会はとりわけ小学校の翌日科担当数Hの資質向

上を I~Iることを目指して自・古 !:b市教育委11会 ・

1Uむ !:.~iIi立教育研究所の支認を受け. “ずみつ !

ネット ..(宮i'i島市教育委員会と琉球大学教育ザ:

m~が 2007 :.~に締結した協定に基づく教職11の資

質向上等に閲する述携協力事業の通称)と琉球大

学教育学部附属教育実践総合センターが舵供する

アドバイザリースタッフ派遣事業を平IJJIJして策{i

にぷ範J受業等を依頼した。これまでも聾者らは小

中学校での理科の学習と|品l辿したl人l容や大学教11

が'，1/1"1とする(通'JEの小中学校の山本!の授業では

半ば、ないような水準の) 内作の両}j"で?N:IU ~， ~ I人lの

小中学校で11¥ Tiij授業尖践をしてきた('1
'
，:n1.伊iiM.

2008:古1+1.1Jf膝 ・{災IlrJ・山111.2009:古111.計切 -

!!日以 ・伊藤 .2010:吉田 ・f似lj，2011:台111.fI7;j木 ・
'{;1; 1Jく.2012)。さらに筆者は教H志望学生の史的
に応える形で r'i1学生を対象に特別なネタではな
い，普通の授業を筆者-が1I時Ifll行う」ことを実際

にはせ 大学:で、の理科の指導法科目で学ぶ 「明科

の授業づくりに必要な事項は何かJを受講ザ:止に
.J5・えてもらったことがある(吉11-1， 2006)。今Inlは.

大学教只である岱者が.宮古地区自!本1.数行研究会

の，民24に応える ~I~でf1・通の(採択されている検定

教科・1!?の授業展開 ・内容に沿った)Jlll科授業を実

践し現J[I肱数日研修として公開した。本幸1"はその

実践報告と尖践から今後の琉球大学でのJlII科教11

必成に|刻して継者が感じ得たものをまとめたもの

である。

2.実践

2.1 実践までの事前調整

今|り|の授業実践に関わる事前制去をは.'I1l:子メー

ルでのやりとりを中心に行われた。その経枠の概

10作を以下に示す。

① 2013 :il~ 9月41:1 (水):宮古山市立教育liJf

究所指導主事下地 忠夫氏から H ず

みつ|ネッ ト"の一環として筆者へ協力袋町i

の也子メー jレが問く 。 協力内容の訂;*111 は ;I' : '; ï~l

!:.'i Tli立下地小学校校長 与到I¥NJl .11ニ 氏

カ可能者と而会して相談するこ ととなった(与

ガ1¥樹氏に述絡を取り ，9月6日に打ち合わせ

を尖施する約束)。

② 2013年9月6EI (金):琉球大学教育学部に

ワー割|叩i氏が来訪。宮古地区の小学校理科担当

数貝の資質能力の向上のために下地小学校

のY.:.1ii:を対象にした示範授業と教員IIlJけ講

械を依頼される。示範授業として J並';;;;の

小学校の翌J!.科・の授~~では学 lまないような特

別な内谷や学習した内容と |均辿する発Jl~的

な内容(いわゆる "投げ込み教材 "を利)1Iし

た実践)ではなく，教科{!i:教材を処罰住とし

た年1I1Hfi;iιJ.I十回に沿ったJ受設を依Wfiされた。
③ 2013イ1"-9月13日 (金):与到1¥樹氏からの'd2

イ・メールで尖胞1:1(案)が提示されたo '::f 

，'，Î:~ di I人l の各小 ・ 中学校の諸行~Jiを附ま え

て第一希望 :11月19EI，第三者i担:11 ) J 

12 nもしくは 13日が提示された。あわせて
授業単元として第5学年の「振り子の辺助」

が桁定された。筆者の川務等の者11合から尖

施11を11)-J 12 LI (火)とした。

(1) 2013年9)-J 17日(火)- 18 Fi (水):下j血

氏から11'0張手続きに|刻する屯子メー JレがM;

き.必要な手続きを確認した。
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⑤ 201311' 10 ) J 10 1-1 (木):与加料氏から「娠

り子の迎動J' jí 元部分の年間 J行 j~+itl・，!líîがiG

Tメールで送付される。また.I1 ) J 13 11 (水)

に符山山J!j立西城小学校でのほ業参制 ・指導

U)rfiも加えて依頼される。筆名のJ受抜実践を
小Iji元「ふりこのふれプJにはどんなきまりが

あるかJ の~M りチの料:質を実験でi確かめる部

分とし.そのiIij11寺までの前副Jとして採択さ

れている教科-書(毛利ほか 目2(10)に沿って

「テンポふりチをつくろう」までをJW利点字l
教1.1に行って もらう形で訓来年した。

@ 2013 il:. 10月19日 (二IJ・!f))ll:''/Ji.L¥;と ，古

i1i，i;，)J!j-¥.i..下地小学校教諭である制IIIJ t'i士

氏 (坦!手14123手，.(教務主任))と本村 山樹人

氏の3~れがJ"jHR大学教育学部を米訪。 授業i¥ii

11mに|具iわる打ち合わせを実施し J受業を受け
る5ij'. / I~ が 28:tlで.4人でーつのmーを編成
していることを確認した。災地失で仙Jflできる

振り fー として.教科 ~~i: (毛利ほか， 2010: 90) 

とI，;J峨のJ!I[科 (化学)尖験IIJスタン ドをねJ)IJ

した1'1作のもの(クランプ部分に似り了を|古l

定 したもの) が中;1nti さ ~'Lていることを(i'(，\H2. し

た。 ~l れ から娠り子にïlí !阪の分l立時をコピー

したものをあらかじめlrxりイJけておく こと.
ス トップウォッチを 14fiと30cm ~ 50 cm 

f:iU立のうじ税 7本の川立をfLdii'iした。

⑦ 2013イ1:，10 )-J 29 1::1 (火): 1、地小学校iWJに現

利当記iのi邸;i治i立:均桃:'1(十;せ'」占!

くはフプ@ロジエク夕の有J似gl限!既f，. インターネット

環境)を倣認する電子メールを送信し flj

阿カメ ラ.大121テレビな らびにインターネッ

トf.i;~坑を 不IJ)IJできるノ ー トノfソコンが使Il-J

IIJ能であること を硲認した。

③ 201311:.10 n 31 EI (木):九 日尖践する綬
来-のf151刑行治家~ (18作家)や児jiT川ワークシー

ト等[十J"JiHf料 1.2] を¥[1了・メールにて下

j也小学校へ送付し 印刷を依!~Ji した。

⑦ 2013.{lo II Jl 8円 (金) 下地氏から )II~終的

な実施~m [付録資料 3]が'dl{メーJレにて

送付 される。

⑩ 20 L3 il~ 11 J-J 10 Fl (日): {J~ IIIJ.L'¥;から.児主

'夫l即 日振 り了の準備 (スタンドに分l支出と

~!r{り fーのひもがJ[x り付けられた状態にして

おき.すぐに笑験可能な状態にしておくこ

と)と "，州出会の出題に|則する沿終確認の屯

fメールが開く 。

⑪ 2013イ1:，11 ) J 11 1::1 (刀) 抗出会の配布資料

を 1;J血小:~?校へ屯子メールで送付し印刷を

{氏刺した。

2，2 実践

授業'克服に')[:.)'，ーち.実施円の午前'"に会場校で

ある 7;~' I 片山 J! jlL: l、 地小学校の1'1保I' ~iの設備を確認

したυ 大別テレビと {~i'filIiカメラならびにインター

ネッ ト1山岐にJ妥結iされている ノー トパソコ ンが使
川IlriiEであるこ とやり己主実験川の似りチを利川

し~'J.R 11'l，\が対大 30。 までであれば'ji振動する lji振

り了-として凡なせる程度の災~N，'i-!fが1~} られる こ

とを[1'(1[認した。さらに振り子の支点よりも下に分

j支出がつけられていたため分位協の小心が振り子

の文)，1，(と|吋ーではなく .読み取 りfrJ肢がif仰には

ならないことも雌認した。 授業の以，mll~ 川 を 11M保

するため 手千m:の笑験台には尖験川振り子 i台.
おもり (5g/枚x5枚)，定規]ifζ ス トップウォッ

チ2fiと人数分のワークシートをあらかじめ準備

した。

J受業は夫胞要項[付錦町平'.3]にぶされた通
り201::l1，1:.llJJ 121:1 (火) ltIlI，\' ~ 1411守45分に

山市山r!il)、lのf学校教育関係者約 20名が参観する

'1'で'')Ujもされた。児iilはl名欠!市がし、たものの

27 ~〆l が /I '，}，'(，'した o WUJI. -i"(o段授業を担当してい

る似IIIJ.L(から児童に筆者が紹介され.それ以降は

折iJZヨミ[小j 鉱資料 1J に沿っ て~'，\tí.が授業を展開

した。

まず.川市が普段受けているほ米:のみ入とそろ

えゐために ~'~ ~ilに型II利。家|人!の本|境，ì"ーの示肢を読

み収らせ.^，': :-，!:'í'がよ'.':;t反に 1-1 付 とその;lIlU~を板flj し

れ人のノ ー トに記録させた。次に， liijl同までの学

'，¥'11人l行である 「テンポ振り下をつくろうJの学習
を恕起させ， r振り子jの定義 (ひもまたは棒の
一端を文えて他端におもりをつるしたもので固定

.'，1，1:のまわりで閥均j運動するもの)を制介し板書

していった。さら に黒板を)IJいて，r1Mり子の;長

さJ.rふれはばJ.r振11而」なと'0)計げ1)を確認した。
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教科iliでは娠中[111の2供 (振り子のおもりが端から

端まで移動する角度)を「ふれはぱ」としてぷj:11

させているが i'l~j等学校で、の物lll\の q: >gl を立識

し「振動 11'心から端 までの角度を r~J.出11f，\jといい .

今 11 の授業でも fふれはばj ではなく r1)j~IIIj，U を

JIJ v、る」 ことを説IYjした。j欠に目-1ji..tMり了・のおも

りのilli励がiji.振動であると見なす必要があり .そ

れには1MIVi，¥を小さくする必要があることから，1~ 

Illi，¥ 90。のfv:"，i'tから振り子を振ると.空気抵抗やJ!J:
隙の;話料を大きく受け一往復11のH寺から反対 rWJの

|白lじi立ii'iまでilれなくなり減衰していくことをよL
せ.おもりが一定の振帽を維持して同ーの状態を

維持できないこ とに気づかせるとともに単振動と

見なせないことを説明した。さらに.おもりが左

引に一定の振Illh¥を維持して運動できる状況をつく

るために振り子の実験をする|慌には 「扱111日を狭く

する必裂があることjと「最大でも械111f，¥を300 ま

でにすることJを指導し，lP振動するlji1')jiり子と

して凡なして学習を進める条件を抱えた。

11.:に教!t!上にJ1Eました振り子を)IJいて.本時の

諒題である振り子の刷WJを求める実験プj法を説明
した。ここでは分度器の示度と実121の振l陥とのず

れに配慮するため.動かし始めだけ分度部で111/度
を介わせるように指導し分度器をあまり注悦させ

ないようにした。児童の立見を汲んで，lati惨とな

る尖験として振111高300，振り子の長さ 40cm，お

もりの重さ 25gの条件を設定し秋';U.:.のJ辰り

了ーを j\~1Jiil した 。 こ の H干 数珠つなぎのようにして

組数のおもりをつるすと振り子の全体の長さが長

くなってしまうことを全員で椛認しおもりのつ

るし方で娠り子の長さを変化させずに振り子の糸

の長さの変化だけで振り子の長さを変化させるた

め.おもりのつるし方を指導した。

その後ストップウォッチを持った作班の代表1

tlが数以UIiに集合し教11上の振り子がl往復す

るU:S・IIIJを問H寺にiJ!iJ定し その紡糸を発表した。そ
のがi栄から児訴はiJllJ定誤訟が大きいことを全体で

共手1・し:;A!ぶした。l往復ではH寺111]が担すぎるため

IUíMな lI~i1日!を測定することが困ij)ltであることか

ら.何佐観かしたl時IIIJを複数回iJllJ定しその"IL均

を往復IIII ~汝で制るこ と で最終的な笑験結栄である

Ji'iJJ引を得ることを全員で餓認した。往復させるInl

数は児童のJJ:を汲んで5同とした。7人の代表児

主が教阜の振り子が5千1:似するH守11¥1を同時にiJliJi包

し その給処を板杓:し rl'iJーの振り子を見てiJ!iJ
定しても紡糸にiEがtl:，じる」ことから系統誤差や
偶然誤差の存干lニと平均を求める立l床の理解を児iii:

に促した。さらに「ス トップウ ォッチが示すH剖HJ

の1110秒代までを尖l険料iよいとするJことを教え.
計時結果の 11100秒の他を凶#i:zI.入し 1/10秒代

までを記錦することを児i'j'iゆ否決め 児童全員が各

自のワークシート[イJ錦町料2Jに仮告:した7つ
のiJllJ完結果を記録した。ここでは早く正確にti:Il'，
できない状況に山車を追い詰め.除法の基礎から

組習するようなn数のJ受業に成り下がることのな
いようにするため平均のか11'，や周期の算出を街題

としさらに'，lt1; i.の利川 を .ff(~奨することで授業時

111]を実験に集11'させた。

J受業|時111]が30分経過した段階で， r 1辰り子の長
さJr振11同Jrおも りのm:さJのどれか lつの条件
だけ基準となる実験と典なる条例二にした時に振り

子が 1 往復する lI~ill lJ を ;Jとめる尖験を各班で実施さ

せた。たった iつの条件 しか変化させてはいけな

いということを指殺しつつも.どの条件をどのよ

うに変化させるかは各班で白山に考えさせた。各

班とも一度に児li12人がそれぞれストップウォッ

チを持ち， 2人で問ーの振り子の迎1]i)JをiJlIJ定した。

測定者が交代してIfiJ.tJ'iに-，11:度測定し.同一条件で

複数の測定デー タをJ~~りさせた。 振り子の支点よ

りも下に分度器がつ付られていたため分度器の中

心が振り子の支点と同一ではなく .正副i{liに角度が

読み取れないだけでなく振り子によっては左右で

様相を示す角度が3~なるように見えるものがあっ

たが，児童は実験IJ~J ~fi段附の1111立を調整する|際に

利用したり.一往復してくると同じ角度を維持し

ていたこと確認したりする松J!tにしか分度器を利

JlJしていなかったため，r lr.有で巽なる述動をし
ている」と認i依するようなことは無かった。

10分IlIJの実験11寺川の{炎「振り子のー往復する

|時間がどの条件と|刈係しそうか」を一斉授業の形

で児童にIIlJいかけ，9t'.lii:に実験結果を概観させな

がら:ffli察させた。児泣からは「振り子の長さが長

いと時IlIJが長い」といった娠り子の長さが関係す

る旨の発言があった。以後に次IJ寺は告を者ではな
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く持段J~H.flの授業を担当している似川氏が行う
が.今iIの実験結決をもとにさらに持しくマ:刊を

進めていくことと.それに必要ながi栄処FI[が'II'I題

であることを椛:記した。ここで授業終 fを知lらせ

るチャイムが1111ったため.未iftリ)Eの災験があるな

どまだ実験がjιりないようであれば次11.¥:までに苅!
手| 宗に米て 1 ' 11 1 1 に iJ!iJ í~ して良いことを伝えた。 故

後に長さカ{jil;う掘りrのJi'tlWJに迎いがあることを
見せるため励Illij共有サービス YouTubeにアップ

ロードされている PcnduluITIWavesの!fVJillii"Iを

紹介し.チ:E11が11:しそうであることを川市に認識

させたの動Illijを制介したため数分のHキ1111延長をし

たものの段-業は予定していた内作を全て実胞する

形で終えた

授業後の後片付けの最中に.里1[1-'1主に残ってい

た山吹から r11;{り子の長さと).'iJWJは比例するJと
いう|人l脊の発iiがあり.m者が「比例はしないけ
と¥ イ 1:似する II~J・ 111I を 2 併に したい川の似り子の

長さや..jJJ~ り子のj三さを 2 倍にしたII~・に一往復す

る1I.¥:j/IJがfioIji";'になっているのかを実l股で儲かめて

ごらん」と;げをかけた。

写真授業実践の棟子、板~. (右下)
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した。

表 l は IIJ~ 1 あなたは. 学校の授業や生活の

中で何が好きですか?n位jから 06位jまで
好きなmri番を記入して ください。」の結果を撚出
したものである。担保|の平均順位は7.5位(男子8.8

位，女子6.2位)だった。型科を 1伎と回答した

児主は女子l名だけ・で，その四!山を終える rni12J
でlJ.m手|の授業は実験とかけしきを見ながらも勉
強できるから。1=.itiで‘も役立つときがあるからで

す。Jと1111答した。耳目科を2位-5伎と比較的上
位に1111答した児l'i't9 ~ウがl位に問答 した教科等は.

国語 (1名).zr数 (2名).音楽(l名).体育 (2
名).家庭(l名).外凶諦活動 (1t，).給食(l~， ) 

であった。反対にllHt，;1ーを比較的下位である 11位
以下に問答 した.W!. lI't 5 名が 11立に 111 1答 し た教科・t.IJ~;

は.家庭(l名).学校行事(lt，).給食 (1t，). 

放諜後 (2名)であり .教科外のiifi!liめが多数を，Ii

めた。

女子のほうが平均的に租!不lに好意的な奇lefilliを

しているようにも比えたことからこの回答紡来

を性別 x教科等mn位の2要因悦合計画で分散分
析した。その結ー米¥教科・等順位の主効果:にイ'"

立廷が見られ (F(1:;.3-'5) =6.99. p=O.OOOOく0.01). 

性別 x教科等1m!立の交互作用 (F(15.淵=1.12. 

p=0.33653>0.1) と性別の主主力栄 (F(1. 23) =0.78. 

p=0.386>0.1)には治立差は比 られなかった。

3.アンケー ト

今回の尖践を司'制li.分析するために.授業を受

けた下地小学校の節5学年児rli:と研修に参加 した

宮古品iliの教戦員に対して終了後に紙記名のアン

ケート を笑施した[イ.J'録資料 4.5]。

今回のうた践では.山部.の理H科学習に対する~1L~

を事前に観察して把iii¥できなかったため.児Wt:J11
アンケー トには「学校生活のrl-'で.耳Il科の学¥'1/が
どれくらい好きなのかJを相対的に判断しても ら
う設I:U(II:J 1及び2)を加えた。また筆者の実践

の満足!立を把握するi没II:J(1日J3)とあわせて児)'j'i:

の日'J行の授業と相対比較する設I::J(111J 4)も設定

した。その他に. 授業笑践自体の改善点 WU5). 

次回以降への期待 (HiI6).その他の意見 (内容

以外の虫:望.改普}.'，(. !感想など) (IIH 7) を1:1山

記述で9.!.lIlに回答 してもらった。

教11，政L~}日アンケー 卜 では.研修全体 (示範授業 ・

議出会全体)の満足度 (問 1).Ii)f修自体の改告

点 (IIU2).次回以降への期待 (I::J3)目その他の

意見 (内容以外の~望.改普点!盛恕など) WU 4) 

を問符してもらった。

4.結果

4.1 児童のアンケー 卜結果

アンケートは当HWI市した児i'I't27名に配布し

25 :t，から回答を制た。全て有効回答として処理

表1学校生活の中で各教科等が好きな順位の回答人数

総合的
図面 外国詩 学級
家庭 体育道徳 な学習

工作 活動 活動
の時間

1 21  03 0 0 
2 3 2 00  1 0 
o 2 3 00  1 1 
2 2 2 0 2 03  
2 2 1 0 0 0 2 
[ 3 3 0 1 [ 1 
3 ユ 2 1 0 1 1 
5 3 1 2 02  0 
222 1 1 0 1 
1 1 1 0 1 7 ，[ 

1 10 2 53 3 
1 0 06  3 3 3 
o 0 [ 3 22  1 
10 1 543  2 
1 1 1 3 3 1 0 
2 0 1 1 0 0 0 
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表2筆者の侵業実践の満足度
5.期待以上に
良かった 4.やや 3.期待遇り 2やや 1.期待はずれ
(わかった・楽 期待以上 (思っていた通期待ばずれ (わからない・ 平鈎 標準偏差
しかっfニ) り) 楽しくない)

男子
(14名) 9 3 2 0 0 -1.5 0.76 

女子
(11名) 7 3 1 0 0 -1.5 0.69 

rr.合人計;N-25 lG 6 3 0 0 -1.5 0.7.1 

I-Iolm の方法で多量比較した私見~. :eHnは辺徳よ
りも平均順位が有志にi向い (pく0.05)が.他の教

科苛:との川には有}::S:?:.~が児られなかった(誤差の

・1<:プJ平均 MSe=18.198)。
表2は III:J3J の任前・の授~実践の iþl:j){1立のおii

県である。出火別.全体ともユ1':均は4.5/.'、となっ

た。13.Jリl待通り(思っていたj泊り)Jと1"1答し

た3名の1:!11山は 1iiijの授業で少しやっていたか

ら。J. 1里1¥111はやは りふり このをやったり目タイ

マーではかったからjりj待通りでした。J. 1今日の

版業ーはいつもどおりでたのしかったからです。J
であった。1¥1lann-Whilneyの U検定を)iJいて引

女日IJのがi栄を比較したが.手:f:rIiJずは見られなかっ
た(p=0.9743>0.1)。そこで15.!UJ待以上に良かっ

た(わかった・楽しかった)J. 14 ややJUJh'以上j
と1"1科した人数の介;，¥'1ーとそれ以外の1111符をした人

数の合計を 1x 2直桜確率検光 (両11!lJ検定)で比

;1決したところp=0.0002く0.01であった。

1<3は 111:]4JのII'ii¥'の授業と筆者の授業実践
とを比較した結果で‘ある。γ均は出子4.1.!A子
3.5.令体3.8であった。12 いつもの援業のほう

が良かった」と回答した女子 3~うの許制li :J31l 111 は「今

IIの授業も楽しかったけど いつもの授業の)jが

楽しいからです。わかりやすいからです。J. 1今

11よりもいつものほうが緊版がないから。J. 1な

れた先生じゃないので緊張してあまりできなかっ

た」であった。13 いつものほ業とかわらないJ
と1111答した4名は「はじめての先生だったけどわ

かりやすかった。わかりやすくて楽しい。J. 1た

かし先生の表情がかわらないから。J.1どっちの

授業も裂しいからです。J.IV、つもはふつうにで
きていたけどきんちょうしてふつうにできなかっ

たし.発表することもなかったからかわらないで

す。」とその許1ill凶!巾を1"1科した。1'5.今1-1のJ受

業のほうがとてもよかったJ.14 今Hの授業の
ほうがよかったJとiji:者の実践のほうを宵定的に
評価liした児童は.尖験白イ1>:がおもしろかったこと

だけではなく . 1戸の大きさ(聞こえやすさ )J. I;ji~

しプjJ.1板告:の文字の大きさ(見やすさ)J.I授
業以IJfIの速さJ. 1説明のわかりやすさ」といっ

た授業技術の悦点から今lulの笑践を評価してい

たo1JJiらの1[1にも IJ詰初はきんちょうしたけどあ
とからなれてきてよかったJ と 「緊仮J を ~rr lllの

中にJi-き記した布ーがし、た。また「みんながし、つも

よりしずかでよかったです。Jと評1111iした児却も

いた。i¥tlann-Whilneyの U倹定を)IJいて男!J.:~}IJ 

の結民を比較したが 有窓辺二は)，.!.られなかった

(p=0.0532>0.05)。そこで 15 今円の授業のほう

がとてもよかったJ. 14 今Uの授業のほうがよ

かったJと問符した人数の合計とそれ以外の|日|干与
をした人数の合，i'l'を 1x 2 l!J:按確率検定 (jilljjl!lJ検
定)で比'1決したところp=Oル133<0.05であった。

lliJ5の改得点にIJ)，Jしては 「ありませんJ.Iない」

や空抑制ばかりでjL体的な1"1科は無かったが. 1グ
ループでいっしょ に考えたりしたから。」という

ややけ1;金、I~‘端で .g体的な改持点やt!J::.:: 1 までがIYL記

されていないものがあった。II:J6の次Inl以降の;(fj

常については.I/I~命の誕生」 が 3~〆J. 1人の休」

~3 いつもの彼業との比較 1いつもの綬業
5今日の侵袋の 4.今日の綬業の 3いつもの1霊祭と2.いつもの1聖業 。のほーうが

平均 標準偏差ほうが ほうが ・変わらない のほうがよかった とても良かった
とてもよかった よかった

0.66 8 2 0 0 '1.1 
男子
(14名)

3 。 3.5 1.0:3 女子 2 (11名)
合計 3 I~ 九 。 3.8 0.91 
{立守人;N=25 
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が2?，1. r不思品な~t物についてJ が 1 .名， r振り
子の長さが{行になったIISのiliさについてJが 1?'1. 
r~.J<ii と人の生命の誕生」が 1 .名.r天気についてJ
がuうであったι次Inl以降の希望としては生物系
(λ1:.命)の内科を求める戸fが一番多かった。11:17

では下:~.への湖併が数多く比られた。

4.2 教職員のアンケート結果

アンケー トはぶl花授業ならびに排出会までの全

H松を参加lした 12名からから問符を得た。全て

;釘幼1111終として処.F!llした。

衣4，よ!日11の「研修!'I体(示範J受業 ・講i!.Ii会全

{本)の満足J;(tJを抱月!したものである。男性が‘|三

均4.1. k't'l:が、11.均3.7.-1:f本の平均が3.9という

評点であった。r2. ややJUI待はずれ」と許制liし
た官ーはわずか 1?"であった。Mann-vVhitneyの

U検7じをIIJいて出火日1Iの村民を比鮫したが.不1.5;

廷は比られなかった (p=O.7475>O.l)0 r5. JUJiS 
以上に良かったJ.r4 ややWI待以上jとrrけ干し
た人数のイ日|・と r2 ややJUJf~'î:はずれJ と Inl容し

た朽を 1x 2 11'(般的:探検定(阿側検定)で比般す

ると p=0.0391<0.05であった。 r2ややJym:はず
れJと1"1答した'(i.はそのJlll山として「考-察のイI:}j
をみたかったです。実験はとてもよかったです。」

と回作し.r3目 jリl待通り (思っていた通り)Jと
回符した全員がその理111をIV1記していなかった。

li)fll器内体の改汚点 (1::]2)については「ありま

せんJ.r特になしJや'刊I:(，JばかりでJl.体的な1"1符
は般かった。次1111以降へのj切符(l:iJ3)としてri受
業をみせていただいた後の必演会はとてもわかり

やすかった。J目 r')誠実の;illlllIの立たせ方などJr;w 
filliのイI:}j(H-体的な方法Hr生徒(児童)の学
び令いの坊の民IlHJがあった。その他の立比(1::1

4)として「イ・どもの立比を引き11'，しながら尖験

のルールづくりをしていく。とても参考になりま

した。これからの災践に前かしていきたいと思

います。ありがとうございました。J.r授業づく
り.悦点とても勉強になりましたJ.rもっと小'1'
学校の述i~tが必裂ですJ. r子ども述が主体的に実
験をしていたのがとてもよかったです。お冗いに

ブii1;を与えて L夫している姿が印象的でした。J.
「五月余が救利 111・通りに行かないときはNlIK[01' 

SC1100Lの Iふしぎいっぱ¥'-'Jを見せたりする
んですが.これはやっていいのか一.Jがあった，1'2。

5.考察

今川の本腎の授業;i坊主は.数分の時間延長をし

たものの桁j忠実にJi:き"己した内作を全て，:J:，1泡する

]隠で終えることができた。数分のH与1111延長は授業

の¥I到の常貯のキfi介部分に相当する。これは.ゲ

ストティーチャーによる授業災践という rJI' R 
~;;~. Jを.r教科 If~:教材を 1，~~ifとした年間指j!'7，iI" IIIII 

に沿った授業=U'i;¥.nわれる授業Jへとつなぐた
めのIk'illllである。J十IIllj段|梢でこの桁介部分を織り
込んで本Ik¥:の授業以IJfJを考えれば11.¥'1111延長は起こ

らなかった，，]"能性が1.fiいが.卜1'l;~'の授業では見ら

れない内科であ り.11'':;¥.の授業災践を芯;li決した学:

~')I i行部従には椛り込むべき内科ではないと考え

る。Yt!.1'i'tの')~態を よFlìíjに把握せずに実践したこと

も踏まえると花l床45分1111の授業内谷として妥当

だと号lefilliできる。rJjl手|の授業は実験とかけしき
を凡ながらも勉強できるから。λ|寸前でも役立つと

さがあるからです。J と.flll科が一括:好きといI ~干し

た山南 1?"はlI'i伝とのつながりを芯・識できている

ことがわかったものの.終了後の山主アンケート

のがi米から rJ1ll手十がー#好きではないが.嫌いで
もないJ山市が多数を，Jiめる'1'でJ受業したことが
わかる。1x 2 II'(接服部検定 (両1I[IJ検定)の村井占

表4研修会の満足度

5，期待以上に 4，やや 3，期待遇り 2やや
良かった 期待以上 (思っていた過期待・はずれ 1.期待はずれ 平均 標準偏差

男性 り)

(8名i 3 3 2 0 0 4.1 0.8:1 

女性
(3名i 1 1 0 1 0 3.7 1.53 

不明
( 1名) 0 0 1 0 0 3.0 

合計 <1 <1 3 1 0 3 
可.人:N=12 .91.00  
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からも実践そのものへの満足度が「期待以上(わ

かった・楽しい)Jとfiffdliする者が布意に多く，IWJ
待はずれ(わからない ・楽しくない)Jと評価し

た者はいなかった。実験結果から5往復する時IIIJ

の平均や周知!の1):山を~U:';ïを利川させた急支出学刊

にすることで 111，く:iEMliに算出できない状似に9(.
蛍を追い詰め， 1徐i1~の)o~~から ~ii~J)1するようなの:

数のほー柴に成り下がることのないようにし.実験

とt占拠の記録. そのA名幻紡i7九it1月県Lから利科，学的型型!論をJ般i佐t幻附l社測!目則!IJリ;ささ

せることに1焦kιわ"点l
したIY刈ト討lド'(1似仙川11川li をを.昔坑昨:下〔けた 1理型盟~1川山111:とニ..'と考考.えられる。&将点と

して「グループでいっしょに考えたりしたから。」

と記入したり，(.iii:がいたため.グループでの共同学

習ではなく別な)i1去を烈んでいた児童がいたとも

推察できる。しかし改汚点を具体的に指摘したず;-

がいなかったこと も踏まえると.今回の尖践は児

童にi，.:jいi前j込山を与えたと評価できる。その一方

で今1111の実践がII'ii¥'のほ業よりも「緊践する」も

のだったこともアンケー卜の紡裂は示している。

12， いつもの授業のほうが良かったJや r3，い
つものほ業とかわらない」と 1111科した児引の迎1111
に「緊保したことJがあげられている。11・定的な
;H' (illi をした山 ii'i:-C も I~f，引え した」ことを ; ìffillillll lll

のrl'で述べていたこ とから.さやー宥は児111の尖態を

J巴1h¥しないまま授業したが.児!iIも筆者の実践が

どのようなものになるのかを緊張しながら受講し

ていたことがわかる。・・投げ込み教材 .を利川し

た実践ではなく. I教科11F教材を必nJ1とした年1111
指導oH・ 11町に治った授業 = LI常行われる綬~J を;古;

議した~J.f践だとしても . ゲストティーチ Tーによ

る授業は9c.ii't:にとって「非円常Jであることが|刻
係しているとも思われる。一方で「みんながいつ

もよりしずかでよかったです。Jと評価 した児ii't
もいたことから緊ij長感がJ受業に}怜紋を生んどこと

も批然できる。

今川尖験て、4・IJ)1Iした阪り子は支点の位iYJと分岐
6~のtJ l心とがずれていた。 幸いにも この 「ずれJ

に |品l係する JJ~ ~(に気づいた児主はいなかったよう

だが. 分l主総のJ~ りイJ け f!i "j(lにはもう -T)ょが必

要であった。

次11'1以降の.{IJ明としては生物系(生命)の内容

を求めるJ17が ー待多かった。今1111はそのJlllII1まで

1111干与を求めていなかったため.その回終p，ly;itまで
を1ftしj止ることは難しいが.ただlj!に生物に興味

がある川賞が多いということだけではなく.今年

度すでに r1i))!抜lの誕~U lji元で絞間氏が公開研究

授業を実施しており.l'受業が公IJf，Jされているとい
う鉱山討がii;作平している可能性もある。「仮り r
の必さが1;:-;-になったi時の速さについて」と凶科し

たV(.，'j'lは，1受業後に策室iーが戸をかけた児li'l:の可能

制がある。 );'iJJUJが振り子の長さに比例しないのな
らli.実際に 2倍にするとどれくらいのIkHIJがか

かるのかをま11りたいということの現れであるとも

考えられる。

研修として峰業を参観した教職只からの許制li

I;J:，全体のよI<:t与が3，9という評点で，1 x 2 11'(接

確本検定(1，I，j(J!l1検定)の結栄や「子どもの立見を

引き/1¥しながら実験のルールづくりをしていく。

とても参考になりました。これからの実践に訴か

していきたいと思います。ありがとうございまし

た。J.r綬業づくり.おL点とても勉強になりまし
たJ.r下ども述が主体的に実験をしていたのがと
てもよかったです。おZE.いにブj法を考えて工夫し

ていゐ姿が印象的でした。Jといった立比を断ま
えると.JU則り引11刊何;'):1にこυ)，包えるものであ り"
{得与たと午判iりJIJ:J断U折?できる。「口2， ややJYJ待はずれ」と 1111

科した 1~，も 「考察の仕方をみたかったです。尖

験はとてもよかったです。」と許制li型山を示して

おり.参観日 1'1身の説題意識が考察部分の授業以

IJfJ にあったためか. 参観した授業そのものの仏~Iミ

よりそれが比られなかったことが否定的な;川lIiに

つながったと与えられる。児Jii:')~験を取り入れた

授業どけでなく-J5祭の進め方を立識したぷ範授業

が求められており ，1実験の計画iの立たせJjなどJ.

「止I'fllliの1J:ブj(J 日本的な方法)J.I生徒(川市)の
ザ:び介いの坊の民間jといった張型だけではなく .

小Iji広n体の 「収束」の場聞の示純授殺の舵供も
:;j(:められていることがわかる0 ・孜r.iliJI HI1 ir~ ，1): (新
しい)11¥f'凶曲集委日会 ・東京告Mr'株式会社制集部.

2011)では，今回の示純授業の範問は尖験で2Iji， 

1立川Hil.~験結巣の整型11と考祭で 1 1ji依 1 1.\: H ij を配

当しており.7;(占品illl人lの多くの小学校の教i't，;~! 

fEもこれにi¥'H処してt悩J&していることカf氾!仰でき
る 今1111の尖践では前半の2lji， f.il:時間被い分を i
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単位11寺 111)の授業で済ませる 11~ とな っ たが.この参

観者・の}~':見を j~j(草すれば実験結果の整理!と考察ま

でを合めた2単位時111)での示範授業が必要であ

る 。 しかし ~n:粁の授業民間では結果処~11\を宿題

として授業時IIiJ外で行うことにしていたため.単

純に1，;)一日に2Iji.{立時111):i1i続で授業展開すれば良

いということにはならない。ーブjで実験の紡果処

理を街題とし結よlJ:の考察を次|時の学習展1mとし

て設定した示純授業としたため.木報事Ilfli:段|併で

は最終的な児童のワークシートが手元に無い。そ

のため，児童の学習理解の状況や笑験へのJIKり品11

み状況.実験料i栄の妥当性などが分析できていな

い。考察指導の場面までを示純授業とすれば当然

こうした部分までを含んだ形成的な評価liをするこ

とがIIr íj~で、あるが.ワ ー クシートが未回収である

ため，児童の政された実験の実胞状況や結来処理II

の妥当性など本|司:から次附にかけてのfd終的な児

mの学習理解J立の把握まではできていないことが
説旭として挙げられる。

今1111の日殺では困難であるが.こうした諜題と

要望の解決策の lつとして研修会として秘供する

示範授業が.単なる「制祭.尖験を取り入れた授

~U だ、けで・終わらないようにし. f考察桁導まで

含めたもの」 にすることが宮ï~ï)'斗の教行現場の安

望に応えるものであると考えられる。例えば2ilJ 

3日のLI程のTiJf{1多会と し 1LI自に実験を取 り入

れた示範授業と授業研究会を行い. 2日日の午前

中に前円の研究会での議論を断まえて.研修会参

加者による同内科の検証授業，午後には考察指端

部分の示範授業と授業研究会.3日目は2円自と

同tnに考察桁導部分の検証授業と授業研究会を実

施するような形が考えられる。このような内符だ

と笑験指導と|則述した考察指導まで研究すること

ができる とともに， 参加者自身が研修でf:i・たもの

を fl当分ならこうするJという形で具税化し. さ
らにその省察を参加者全只で共有することが可能

であ る。 また 目 今回はインタ ー ネット上で公I~f) さ

れている動向を授業笑践で利用したが，それに|県i

わって.テレピ千Ff組の利用に|則する賀川があった

ことから著作権に関わる研修の必f民性も示唆され

る。

一方.授業尖践後の講演会では「どうして振り

子-を振る|時に 30。以下でなければダメなのか?J 
ということの説明が;Jとめられた。つまり.多くの
教l絞11は「この単振り子の娠中日が小さい(振れfrj
が小さくe"， sin Dと凡なせる)とき.そのおも
りの運動をlji振動と凡なすjということが.微小

振動の111振り子の周期は振り子の長さと重力加速

度のみで決まり . おもりの質) I t:や振Illft~には無|兇係

であること (すなわち摂り子の等時性)を決める

前舵条件であることを女fIらないまま学留指導して

いたことを立l引とする。e"， sin eとなる範囲は概
ね20。以下が望ましいが，今回の実験程度の*i'fJlt
では300までは大丈夫であることを経験的に確認

しており.念のため今回の実践前にも災際に月lい

た振り子で耐n認したこともあわせて説明した。ま
た.この研修会後に「どうしてilJM主計で測定して

も水のi~ll点が J OO'tを示さないのか?Jという質
問も受けた。多くの学校に配世されている棒状jilt

度百|・は全泣没型であり， iJ!IJ定する jRL度の目盛り;Î~~

まで被iJlljìl~~物に 11証j立言 |ーを入れて ìl副主を iJllJ る必要が

ある。そのことに気づかず.休日品計による検ikllの

ように液il'fl(i;I¥分だけを被iJllJilITl物であるi111騰してい

る沿に入れて出肢をiJllJると「水の沸点が100'tを

示さず. かなり下回る ìJ~JU立を示すJ こと が起こ

る。rl'学生でも事iiijに特別な注意をせずに振り

子の実験をさせると.おもりを 900の佐世から述

1[U)させようとする(育11].柄木 ・富永 .2012)た

め.こうしたことに対応できる力を数民主成段|併

や現職教只研修等の教師教育で学ばせる必要があ

る。「教科|人l符学Jという学川休系(四l虫|・士山1:.
2009)は.そのj鮮の lつとな りがjる。教員養成大

学 ・学者1¥の教科・専門としての今i:j:lj.話科学:・芸術 ・

技術苦手の内符を学校教ffの教育英践のJ.i)幼からllli

成したものが「教科l人j谷学Jである。とりわけ小
学・校教員養成のためにJ111科の学びを舵1Jtする|僚に

は.日等学校の型!手1.が科目選択制を導入している

ため特定科11・領域以外を深く 学んできていない

側々の学生の??jitに丁寧に対応することが大学に
~;Jと される 。 すでに211者は. 小学校翠Il利指導法科

目「理科教行li)f先Jの中で物質 ・エネルギー領域
に|共lする教材実験を一通り体験しながら理科の授

業づく りに必袋な~Jî.JJiを小学校教員免a~:取得希望

者が学ぶ笑肢をしてきた (Yoshida.2013)。この

。。。。



実践は。削討災L段を取 り入れたI'H手j.授業ができ

る小学校教μの必成を|司析したものであるが.た

だli"に教材災l放を11・いその操作法をWll!.}するだけ
でなく.それに付|泌するi¥I¥1Ji!i.後始」ドも辿体験し
ながらその;，IY1;tにある基礎理論やh;l堕l.実験ブj法

等ーをi1f確認し 段染にJjYl.り入れる121の注:'JJJi.JJ[な

どJ受;r~づくり全般(綬業のj住め)j. Tどもの悲I!科

に|則する認識や在Hllliなとき)を旬 !日|の実験を過 して

年:ぶ機会を提供 しており .数字|の桁導法手j.LIとし

ての{[!IJ而だけではなく「教科内作'学」 的な111111師も

持った実践だと判断できる。 しカか、し.ノイ小jト、ゴ午f校迎季利| 

専平宇利:j 三-干教務主任という r打川沖'1中|ド1純り山'AlL.の笑{怖刊附i7官tYjれlはま lぺ|ドq朕?第~-ベテ

ランr救文員になつてカか、ら理到Jl何昨刑干矛利:1を4担旦当サす喝ることをj氾22立司:刈:
している。約 10{f'.に一度改訂される竿判指導要

領にWJした救育部品!・教育|人l容は. ともすれば実

際に放出に伝って1'ìl ~業をする頃には担当する綬業

者i'I身が学jljt，JUJに'2;t:判した内科や大学で学んだ内

容との|日] に質的 - jtt的 なi!.'::à"::が~I :. じたり . lji元の

付加・削減があったりする。すなわちt学んだこと

をそのまま活かせない状況の小で教育実践しなけ

ればならないことがチ想、できる。こうしたことま

でに対応するには.大学.:(!:t士教官段j(汗)での対

応だけではxlgしい。「貝H科の学習を桃成する知If，f，¥t.

型J!Wfや技能等Jを版業笑Eえなどの抗体{9IJを通して
なるべくたくさん身につけさせることはIT(~で‘あ

るが.1明卜lの授業です ぐイ史えるjものだけでなく .

身の丈にあった形や子どもの実態 I}:校をとりま

くfJ;け12に!志じてア レンジできる能)):を身につけさ

せることが大学に求められているとゴえる。その

一方で.教科専門教育や翌Il:'/:の専門的なlijf究をす

ることで得た知見そのものは抗接的に小学校の理

科のJ受業実践に全く役に立っていないと司'filliする

ものの.11:'::初の説組設定から，それを雌かめる実

験を臼らがヨ5・え町科られたがi果から考察し目l当分
で考えて結論を導くというー・述の研究の行為その

ものを学べたことが教材研究をする II~ や. 子ども

述に何か教えたいという !よい、が強 くll'.じたH

とても役に1す立Jι-つていると感じているといつた苧'i'iy定主

的な汗価もある u山fI打ITI刊1.2引o川10ω)リ)。官例材U別|リl分1野1守Tのt学芋H問j打j 
的知泌 .能))が過j立に主税されたりする状j兄は川

地ではあるが，上述のように年:士教it段附という
IU~ ら hた 1I;\'IJl I の中で11，o;1 7) IJ分f['の学jllJI'I(J知識 ・能力

をfJむことのJ主義も併定できない。教職員のア ン

ケートのlul終に 「もっと小1J1!学校の辿携が必要で

す」があったが.IJ'学校の救只養成は小学校より
も 1 1~1))1j科(-'!・について深 く 苧I I\ J的知識 ・ 能力 をすfん

でいる。r!'学校教li1佳成でも小学校教只義成と同
様に「教科|人l科学j を学ぶ必要ーI~・があるが 教l敗

北恨のカリキュラム拙成J'..小学校救只養成より

もその教科に対応する個別分貯の学問的知ii依・能

力;をuみやすいカ リキュラムになっている。こう

した既存のシステムの特長を上手に前かし {問別

特定分針に |見lする ~t ll :]的知Ji世 ・能力の iおい中学校

教uが小学校教員の教材研究を支援できるような
休ililJの併築も教r:m数千了の効よいを高めるためには必
要である。

いわゆるI.JI見の111;代の大iit退職JUJを迎え.新採

川教liが増えている状況から.教職説程認定大学

にはl!JJ ii~l) としてJUWJ'で・きる実践ブJのある人材を

学校教育現場に送り 11'，すことが;Jとめられてきてい
る。 しかし変化が激しく先行きが不透明な現代社

会に得守・できる 人材育成が学校教育の日燃の ]つ

である以上.1テストに出るlIiJj題さえ解ければい

いJという「テス トN¥1iili数行」のように失政力や
t!IJ戦)Jの育成がわかっている符えを見つけ11'，すこ

とに股小化した教印1I教育で‘は志l床がない。大学 ・

大学院教育や現職教11研修はその時I!lJ的(111J約から

特定のみl出についての対応や符えがわかっている

不公で問題発見や解決をしていくような学びにな

らざるを得ない部分もある。 しかし.教科内科や

教材へのJlIlWfを欠いた方法 -技術 -技能の切符だ

けに向かい.その:t!J~とや意義を里J1併せず方法 - 技

術 ・J支能をただf史いこなすだけのWI'1J[1設をよ!".みIJ" 
すのではJd:1床がなし、。教科，lj:会社が作成した教師

JlH行場Jjを 1:丁ーに前川したり読みJfiifいたりするこ

とすらできないのは1::]起だが.教r:iIi川指導::I ~: を).;・

Tに授業をするような教師川折導告に航る教材研
究しかできない教只を必成するようなことはあっ

てはならない。反対に.子ども述のさtびのfW釈に
終始するあまり教自iIiの教えと関連させて検討した

りWf抗したりしながら4当然できないようでも |必
る。教i践を11!う各人の111i1性や強みやi;1)みを立J故し

つつ.'1笠主.はありながらも教科内谷や教材を理解

し Jiit.技術 ・技能を習作。し 実践し 行然し
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て次に活かすことができることが教職の専l"jJ肢と

しての初等中等教行諸学校 (!I制こ小中学校)の教

員に求められているのであろう。

今後i没"Ii'l される教j阪大学院には授楽研究や!1~\'lJIJ

支援教育等の特定の分野に強みを持つ教只や?川主

な学校マネ ジメ ント能力をイ1・する)~\:国j俄の指成が

求められている。教!被大学院に進学する現職教員

は一定以上の教職キャリアがあ り.修了後は学校

の教r:l!i集団が一つのプロ銀、|宝!として成長していく

l.iJ ()，f性形成の核となることがJUJ待される。教職大

~..:I比の Ij-I で制定数手| の指導に強い教t-lを持成して

いくことはその機能の 1 っとして必~:不可欠であ

かい1別科学の早川IJ'ltl:を設える環坑と人材も教Jfi抜

大学院には必裂である。 l持に.小学校四]_~~I専科寺

教務主任というのがilll純llrLの実的であるならば.

それに応えられるよう に.教務主任経験者4・7;が進
学:することが惣定されるt:jl立な学校マネジメン 卜

能力の育成を主体とする早，t攻では.血科に|品lする

「数字|内谷宇:J的な ものや特定佃lJIJf:1学の専門性

を強う科目を設定し教材研究を下支えする研究

の行為そのものを乙.tぷ機会を小ザ・校教諭専修免許

や修士号JI~fリの際に必修化する必裂があると考え

られる。

6.おわりに

日占地l~j~l\科教育研究会の25fjを受けて. とり

わけ小学校の理科担当数只の'ttt'(lilj1-.をlヌ|ること

を11指したfi)ffl多会で通常の小学校の理科のJ受業で

は~:ばないような特別な内科や学1りした内谷と i刻

巡する発民的な内科(いわゆる "投げ込み教材"

を午IJJIJした実践)ではなく .教平科科|ト.~干4刊l円i 数1材オ を J

したf年|ド三間指i樽草苛計|匝画iにj的{什7つたJ綬受業を示純授業として

2却1告~;手字者者Pt?;;-が実践した。~ミ肢は郁 5 !学:ir=-の 「振り子のjlli

!WJJで.lji)乙「ふりこのふれ)jにはどんなさまり

があるか」の綴りチの性質を実験で怖かめる llj1_

1立H与111] (45 分)とした。 会場校である)守山， )~~ ïi j

立下地小学校の第5学年児武の実態をよく把握で

きないま まの尖践であったが 「理1¥科が一番好き

ではないが.嫌いでもないJ児童が多数をIliめる
Ijlで授業した。

示純授業~践は. 振り子の定義や「振りチの長

さ J. IふれはばJ. I振1II1rtJ な とさの詰仰を fI{t~ fi2， した後，

.tji振動するlji振り子として見なして学習を進める

条件として娠1111，¥を必大30。とすることを児l:i'i:に理

Wfoさせた。実験方法ーや結果処RI¥を児1itとのやりと

りを辿して1iutJ?!，した後， 1阪り子の長さJ1 ~1J< 111f，U 

fおもりのlE:さJのどれか iつの条例:だけ器準と

なる尖験と災なる条件にした|時に振り子が l往復

するIIW・IliJをil!lJ5"じする尖験を名班で実施させた。J受
業の終了間|努に「振り子のー往復するH寺聞がどの

条件と関係しそうか」と問うことで尖験が途I1Iの

段!併でそれまでに科られた紡県・から児設に考えさ

せると.児泣からは II炭り子の長さが長いとlI!ill月
が長いJといった振り子の長さが|品l係する行の発
言があった。以後に Pendulul11Wavesの動画を

見せることでその予恕が正しそうであることを児

京に認識させた。数分の延長があったものの準備

した授業内作を全て消化する~I~で尖践することが

できた。実験と結糸の記録，そのtfi栄から科学的

理論を行Ul!IJさせることに1t点をあわせた授業に対
して. 児童は緊漉していたものの慨ねi~:山、満J.l.J立

を得たと尖践を許制liした。示舵授業と;弘前会とい

う ー述の研修の内容も宮古!:，~ili内の教職員の参加

者の!りl待に応えたものだとilHliiされた。しかし

「考僚折導まで含めたもの」を示範J受業で、参観し

たかっ たというJJ.比があっ た。 こ の~・望 lこ Lじえる

形で内容の光夫をはかることも 1つの方法である

が，相対的に時間のかかる実験指導から考祭指導

までを合めた;J~範授業と司i後の検討会までを行う

と11松の確保が縦しくなる。明・にJ;』棋県であるiiJ
'

縄県の場合.自Ih白地1;(に勤務する数l俄只はl!1政的

な川越もあり.者Ilr↑i日11勤務の者に比べて大学:で学

びn'i・しをする研修の機会が少なく .琉球大学教育

学部が所冶:するiIJ'組本島中I羽詰[Sで実施するよりも

|必鰍となる。幸運なこ とに平成25ij::.泣からの5

年lIiJ.本学ではj也 (知)の拠点整備事業「ちゅら

j誌の米米を日IJる知の洋梁(かけ杭)Jが採択され

ており.1社会人の年:び.直しJのためのサテライ

ト教室の設"i;'i:と遠|凶J受業JJJのテレビ会議システム

が導入 ・ 整備されつつある 。 寓古!:，~市にも設'j;' i: さ

れることから，研修の事前 ・ ~F後指導等で述|括会

;控システムを利用し.オンラインとオフラインを

上手:に使い分け.これらを縦!合した形で1Vffl与を実

施することも可能となる。導入された述|刷会議シ
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ステム等をギJ労Jに干IJ)IJしながらこうしたilt:望を受

けた )I~で研修内容を検討していくことが今後の課

題の Iつとなる。

今Inlの研修で、は入学習|人l作を型IUrj干させるために

必要な振りチの振何の条例 とそのJ:l1[山を教問に立

つ1H1Jがあまり翠I!Jr#していないことがわかった。教

科専門としての学IIJJ・諸科'ア-・2討:f.技術等の内

容を学校教nの教育尖践のな主めから構成した「教
科内容学Jな部分からもJ受業研究できる能力の必
要性が示|唆された。11M別分野のと/:1::1的空11泌・能))

が過度に重似されたりする状況は問題ではある

が目教師教育として数字H人j行や教材へのJ!I!Wfをi!l

すために学刊内容の7T対にある基礎.!lli論や原JlI¥を
学ぶ機会が必要である。大fif.・大字院教育や現職

教員!iJf修はその時1111的制約から特定の課題につい

ての対応や符えがわかっている ，~i.~'i.で!日H出発見や

解決をしていくような学びにならざるを刊ない部

分もあるが.教科|人j容や教材への:f'I¥Wfを欠いた)j

法 -技術 ・技能の潤仰しかしないような教mli教育

カ リ キュラムやその反対に了ども述の~f:びの解釈

に終始する行祭で終わってしまい教師の教えと|弘j

述させて検討したりN!f読したりしながら行総でき
ないようなカリキュラムでもこの11!日置は解決でき

ない。例えば.振り fの学刊に関係する力学:のJ:!I¥

論だけを学べば良いというものでもない。様々な

ililJ約がある'1'で.教材研究を下支えする研究の行
為そのものを学ぶ機会とその土台になる必礎知識

の習料，研究内容を尖践し約策する機会をパラン

ス良く編成した教f:11i教育プlリキュラムが尖践プJの

向」ーには必袋不可欠である。

今後琉球大学にも;出世されるJ!I¥J命と尖肢の11:

.iS!・似合を必たしfqる教育訓税を;fjni成する教JI波大

学|淀の~I I.当数 lJ は . 年:佼脱J劾の現状に紡i必しつつ.

íWせて !îJf究íì~)J を有し理論的な比j也から授業を行

う能)Jが求められる。言い換えれば「言うは易く

行うは縦し」ではなくJ!I¥論と実践の千i:迎 ・融合し

たものを何らかの形で実践・体JJtできることが;)と

められる。今Inlの実践のように児lnfll手に実際に

授業を行うことだけが上述の授業を行う能力を去

したものではなし、。また.こうした尖践は111片的

に児'ij'i:Lドー徒との人|間関係を仰築した上に成り立っ

ていなし、o YGTìt~，従の実態も卜分に肥射していな

い状況での授業尖践となるため「良いお手本」に

ならず flメ同教印liJになる可能性もある。しかし
ながらこうした実践をまとめることで省察する姿

をはせることが「研究能力を右し理論的な見地か

ら授業を行う能力Jや「担当する専門分野に|刻す
る17i度の教育上の指導能力をむするものと認めら

れる者Jという科目担当資格の可悦化へとつなが
るかと思われるし今後より一附求められていくの

であろう。

謝辞・附記

J受業尖践に際しまして宮古山市立教育研究所.
1占島ili-，'i.'y J也小学校ならびに宮古地庶理科教育

!i)[究会の特様の御協力をJ!弘りました。とりわけ宮

古品市立下地小学校 校長の与羽目指j 止 様と理

科41」科 (教務ミ1:任)である十nJl¥j i~ 二I~ 様には準

備iから当 H の~践まで多大なる術l配慮をいただき

ましたo'1'¥ i1i ):rd j教育委日会， 符ï~，・山市立教育研

究所からは当該実践に|対わる経世を負担していた

だきました。このJ;l1を{iiりて心から感謝申し上げ

ます。

31i実践は地(ま11)の拠点盗事1ilii事業「ちゆら品

の未来をむIJる主11の津梁(かけ楠)Jの一つでもあ

る琉球大'学教育学部|年n同教育尖践総合センター
が実施している「アドバイザリースタッフ派iS

~)i 業J の -EJ;i であるとともに琉球大半教育学部

翌日科教育講座ならびに教育笑践学教主の Faculty

Dcvelopment ì/iífdJの~~lで、あることを附記する。

注解

'hlt.p目//www.youtube.com/watch?v=yVkdf]9PkRQ 

(2013年 12月現在)

1これについては.下地忠夫指噂主ZjHこ電子メー

ルで「授業を行う先生が録画し授業で再生し子

どもに机!隠させることは1::1題ないが，シリーズ番

組をtMりJrJ:めてライブラリー化することや。他者

への貸11¥し.サーバへ都新するといった利用はIIiJ

凶になる J ことを説明し参1J1附ーへ Inl ~，干していた

だくよう1Jl刊現した。
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球大学教fffjf:百11教Tt尖践総令センタ一紀'}tJ. 
18.73-80 

77川文胤良町村j木良友.1:;'-jj( N (20J2) r lifJliJ.i 

11 ' ''t校の!I-:従を対象にした教育学部教l~ によ

るJlH.fI・の特別授業ー総合的な学習のH午1111での

『体験 l琉球大学一大学の先'1:.ブjによる講義を

受けてみよう-Jのとりくみを例にーJr琉球
大学教育学部教育実践総合センタ一紀袈J. 19. 
57-74. 

吉田安規良.(jt J能移英.lhlHJ正直.IIIW班矢チ

(2009) rí~"'ïl i)ゐでの翌日14 実験綬業実践一日常の

授業実践との関連を意識して_J r大学と学校
現場の辿1j0 による自I~山 ・ ír..r，地教育の 1ff~進

大学の述1J~ による潟H~ . inn也校での数字1.指導
)J lilJ卜.のための数行税特の編ililJ一大学教只 と

小・小学校教.wの相li:訪IgJ授業を車111として-J
t長III(，f).:.う!:教Yt~;と行1\ 目 45-50

717川宮古lL良，円以J宏友.!!({屋俊lりJ.伊藤彰"!k(2010) 

「教行委U会との述1j~ ・ 協力協定を前川 した )JI\

制di立小学校での刻字i出前授業Jr琉球大学教
fì'乍ml~:c:ttJ . 77. 101-113. 
子守口lはるか (2013)rfLFt力IMi'l'純におけるJlI¥科

の乙J:.)Jの現状と訓WJr泊!手|の教千d点洋館11¥
mitl: .62(1).25・28.
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資料 l 示純授業の学習l指導案(略案)

1 単元名

小学校理科学習指導案(略案)

侵食a: 2013年 (平成25年)11月 12日(火曜日)
児童:宮古島市立下地小学校第 5学年 ~8 名

佼業者・総長京大学教育竿部 2佳教俊 吉田 安焼良

i反り子の運動 Dlu主主H語版教科書 r7 ふりこのきまり j 第 l次 ふり
このふれ方にはどんなき圭りがあるか (pp.90-91)の範図]

2 本時 (復業時間外での学習を含む)の目標

① 振り子が l往復する時間iのちがいが何に依存しているのかを見いだす

;l¥験を行い、i歯切な結果処理を行う ことができる。

② 仮り子が 1t主復する時r:nのきまり(規則性)を見いだすことができる。

3 本時の展開系

ワ扇子| 学習の出L'児蛍の活動 教師の綿綿 ・助言| 備考

導入 』綴り子の硲認 | 

15分 1・ 仮り子とli、ひも占たは憾のーIMIbI立角度で示すこ|おもりのつるし方に
f由を五えて他培におもりをつる |と I tって糸の長さが変

したもので 閣定点または国定 わっなくても授り子

給の主わりで周期運動(一定の 仮極が小さ〈ないと|の長さがかわってし

時間ごとに1"1ーの状勉を純り返 11)¥仮動とみなせない|主うことをi有意させ

す運動)するもの |ため実験.こ不適切で

r~ヨ り千の長 さ J rふれはlま(筏 |めること

幅)Jr支点Iなどを稽tZ

展開 I[展開 (課題)1 娠り子の-
25分 |往復する時間 {周期)を確認す

る] 11100砂代の偵を回総

基準とナる自主り干が運動する時 IilIllEl土1110砂代の阻 1:五入させるか.ぬり上

聞を測定する |主でとする |けるのかは児愈に決

一往慌では観差が大主い二とを 11!lZ!や不融かさの存|めさせる(通常は繰り

確認する 在に気づかせる上げ)

何往t唖分を測定1....一往111分を ワークシートへのfe

却さ出すのかを決める 入t去を説明寸る巾で

計算方法を確認する

[展開 (課題)2・何を変える

と娠り子が1往復する時間が変

わるのかを調べる]一般:8し実験する l
自認り子町長さだけ変える

…むり…変|
える

振り子の話高価だけを変える

3空理 結果カら呂えそうな』と をつ 時間に余絡があれば

5分 流する Pendulum Wave (i晶

結果処理の方法を確認し、次時 称EX!LE筏り子}の

までに処理する 動車耳を見せる

時 IIn未測定の実験を行う

|家間で実験結果の腿を|時一外

する せる

4 本時の評価

① 割高り子が 1tU狂する時!日lのちがいが{可に依存しているのかを見いだす

実験を1iい、週切な結果処足I!を行ったかどうか。[i主従ー行動鋭察 ・ワ
ークシート]

② 綬り子が l往復する時nilのさまり(規則性)を見いだせたかどうか。[科
学的な思考 .;g見 ワークシート]

5 予想される次時の学習活動

実験結果から、児青tは仮り子が I往復する時ffn (J1~JUI)は綬り子の長さで

。とまる(仮り子の長さ以外は応IJlJlに影響しない)こと、そのJA:さが長いほ

ど周期は長くなるが、長さと比例関係ではないことを討論や結*の交流を

通して見いだす。



資料 2 ïJ~範授業でイ史川 した山並用ワークシー ト (A3 版 IIIIJI(li印刷したものを配布)
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資料 3 示範J受業 ・講演会実施要駅

吉田 安規良准教授による「示範授業 ・講演会 J実施要項

宮古地区理科教育研究会

1 目的
示範授業及び講演による研修を通して，理科教育における課題と今後の動向及び新
たな指導内容・方法についての理解を深め，理科教師としての資質向上を図る。

2 主催 宮古地区理科教育研究会

3 日時 平成25年 11月12日(火)"'11月13日(水)

4 日程 平成25年 11月12日(火)'"'-' 1 1月13日(水)・r1 1月12日(火U :示純授業及び講演会
(1)場所 宮古島市立下地小学校理科室
(2)対象 小・中学校理科担当教諭及び理科教育に関心のある教諭

(3) 内 容 『授業』…… 5年理科 fふりこのはたらきJ
『誹演会』…これからの理科授業の展開

一子どもたちが考え楽しむ授業づくり一 (仮題)

(4) 当日の日程 ・内容
進忽ム哀公ゑ蕊段以忍照

13:35"-' 13:55 受付

14:00"-' 14:45 公開授業 琉球大学教育学部准教授吉田安規良

15:00"-' 15:03 開会のことば 進行

15:03'"'-' 15:10 会長挨拶 ・講師紹介 理研会長島尻政俊

15:10"-' 16:10 講演会 琉球大学教育学部准教授吉田安規良

16:10"-' 16:30 質疑(20分)
16:30 "-' 16:34 お礼のことば 理研副会長宮園幸夫

16:34 "-' 16:35 閉会のことば 進行

。r1 1月13日(水U :授業参観及び指導助言
(1)場所 宮古島市立西城小学校理科室
(2)学年 中学年
(3) 当日の日程

8:25 "-' 8:40 学校長面会

8:45'"'-' 9:30 公開授業

9:35'"'-' 10:35 指導助言

5 実施方法

西城小学校池問学教諭

琉球大学教育学部准教授吉田安規良

・示範授業は， 5学年の 1学級での実施を依頼し，指導単元の途中に飛び込みで授業
を実施する。実施校時は5校時を基本とする。調整は指導准教授と担当教諭で調整
を進める。
・講演会は，今後の理科教育充実に向けた内容の理解を意図し，示範授業終了後に実

施し，会長挨拶及び講師紹介の後，講演を行う。
・授業参観は，中学年における学習過程や指導方法について指導助言を得る。

・示範授業 ・講演会については，案内文書を管内全小中学校に発送し，理科研究会員
は全員参加動員をかける。小学校は理科担当及び興味のある教諭の参加を求める。
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両面印刷したものを配布)(A4版児童川ア ンケート資料4

理科綬梁アンケート

4 今日のi霊祭は、いつも受けている先生の;霊祭とくらべてどうでしたかっ5点満点で探

点し 1-5のどれか1つあてはまるものにOをつけて〈ださい。また‘そう怒じた理由を

記入してください。

宮古島市立下地小学校宮古島市立下地小学校理科l霊祭 アンケート
2013年 11月12日 {火}

"・・ ーーん‘
このアンケートはi笠名かつ任意であり、維がどのような回答をしたのかがわかることは

間人4
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今
日
町
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の
ほ
う
が
良
か
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た

今
日
出
回
目
果
的
ほ
う
が
と
て
も
良
か
っ
た

あり ません. 答えにくい雪1mには答孟な〈て{何 i，.v~かなくて}も良いで寸 。 また . f!}ら

れた結果は研究 ・事業輯i告や行事のとりくみへの反'(i・改善以外では使用しません.

1 あなたは、学校の綬集や生活の中で何が好きですかっ r1位Jから r1 6位』まで好

きな順番を記入してください。

国E吉 社会 算数 理科 音楽 図工 i 家庭 体育 | 

順位

送信 外国語 総合的 学級 学校 給食 体み

活動 な学習 活動 行事 時間

の時間

順位

5 今日の;霊祭で、わかりにくかった (楽しくなかった)部分があれば理由とあわせて奮

いてください.

2 3 4 5 

ょの質問で r1位Jと答えたその理由をle入して下さい.2 にD._. 

3 今日の綬柔について、 5点満点で鐸点し 1-5のどれか 1つあてはまるものにOをつ

けてください.また、そう感じた理由を犯人してください.

次の軽量会に学んでみたい肉容を書いてください。

肉容以外の要望や改善点、感想など、何かあれば自由に書いて〈ださい.

6 

7 

蝿入記即
踊
昨
は
ず
札
A

白
か
ら
な
い

置

し
〈
な
い
}

や
や
開
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ず
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期
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り
A

思
っ
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た
通
り
}

や
や
期
間
以
k

隅
円
以
i
に
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か
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A
b
か
勺
た
喰
し
か
っ
と

}
'a

ご協力ありがとうございました。女性

2 

性

3 

民

4 

性別 (どちらかにOを)



資料5 教Jfi絞日ア ンケー 卜

宮古島市立下地小学校授業研究会 アンケート

2013年 II月 12日 (火)

レ</1).、 ，こんJも、

このアンケー トは匿名かつ任意であり、 誰がどのような回答をしたのかがわかることは

あり ません。 答えにく い質問には答えなくて(何も~1:; ÌJ 、なくて ) も良いです。 また 、 fり ら

れた結果は研究 ・事業報告や行事のとりくみへの反省 ・改善以外では使用 しません。

1 今日の授業研究会 (研修)について、 5点満点で採点し1-5のどれか 1つあてはま

るものにOをつけてください。また、そう感じた理由を記入してください。

JUI ベJ JUI や JUI I )11¥111記入附
や 1与 や 1，'1 

以 !1UJI 1 itfJ JUI 
I;l 

り 1与
以

( ，Hur I 

1・t h 
H ず
か ペ〉 Jっし
'つ て
た b、

た
itfJ 
) り

5 4 3 2 

2 今日の研究会 (研修)で、わかりにくかった部分があれば理由とあわせて書いてくだ

さい。

3 次の機会に学んでみたい内容を書いてください。

4 内容以外の要望や改善点、感想など、何かあれば自由に書いてく ださい。

性別 (どちらかにOを) 男性 ・ 女性
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